
①バルブ　2個 ②RG VR3 
　イグナイタ　2個
　(RGH-CBP11）

③RG VR3
  インバータ　2個
  (RGH-CBP10)

⑧コルゲイトチューブ
　2個

⑮ボルトM6×15
　8個

⑱M6フランジナット
　10個

⑰M6-20平ワッシャー
　1個

⑥Ｈ11入力ハーネス
　2個

⑯ボルトM6×10
　2個

⑨インシュロック　
　10個

⑩スペアーヒューズ
　(15Ａ)　1個

⑭接点グリス　1個
  (RGH-CB210)

⑪イグナイタステー
　2個

２０～３０Ｋｖ

○セット部品

※このキットを、トヨタ　アクア以外に取り付けを行わないでください。
※純正ヘッドライト以外(社外ヘッドライト)に取付けた場合、灯具が熱により変形す
　す恐れがあります。
　純正ヘッドライト以外の取付けについては、適合外のため保証対象外になります。
　ご了承の程、宜しくお願い致します。

Ｈ９/１１
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A16

※定格入力を確保できない車両への取付けは行わな
　いでください。

⑫インバータステー
　2個

⑬リレーステー
　2個

ＲＧ アクアヘッドライト用
ＨＩＤキット 取扱い説明書

④アクア専用
バッテリー電源ハーネスL
1個(RGH-CBP20)(助手席側）

⑤アクア専用
バッテリー電源ハーネスR
1個(RGH-CBP21)(運転席側）

⑦リレー　2個
　(RGH-CP001)

 トヨタ　　 アクア(NHP10）  　   　H23年12月～    　 L
                                                                            S
                                                                            G

適　応　車　種

※1.Ｓ、GはメーカーオプションでＬＥＤライトを装着した際は、適合外になります。

⑳M5平ワッシャー
　6個

⑲タッピングボルトM5×16
　6個

㉑M5スプリングワッシャー
　6個

㉒スクリューグロメット
　6個



Ｐ２

(バラスト内の残留電気が抜けるまで起動しません。)

５８

本製品はトヨタ　アクア用としてＨ11バルブを交換することを想定しておりますが、念のため、
バルブ形状の確認をお願い致します。



Ｐ３

《点灯テスト手順》
①Ｐ4の配線方法、P4の配線図に従ってバルブを開封前にバルブ、バッテリー電源ハーネス、イグ
　ナイタインバータの配線をそれぞれ接続し、車両に仮付けしてください。この時には、バルブを開
　封せずにテストを行ってください。
②接続終了後、バッテリー電源バーネスの入力ハーネスの赤線ギボシ（オス）とバッテリー電源ハー
　ネスの丸端子をバッテリーのプラス側に接続してください。
　次に、バッテリー電源ハーネスの入力の黒線ギボシ（オス）をボディーアース又は、バッテリーの
　マイナス側へ接続してください。
③点灯、作動に問題がなければ点灯テストは終了となります。
《ご注意》
◎点灯テストは、１分以内で行ってください。
◎点灯テストを行なう際、バッテリー電源ハーネスの入力ハーネスの接続間違に注意し、作業を行
　なってください。接続間違えを行なうと、インバータ故障の原因となります。
◎装着前のテストを怠りケースの封印を開封した場合、及び作業中に発生した破損等はクレームの
　対象外となりますのでご了承ください。
◎破損や作動不良の原因となりますので、インバータケースにバッテリーのプラス電位が触れない
　ようにご注意ください。
◎点灯テストの際、バーナー先端をアース部(車両シャーシ、バッテリーマイナス)に近付けた状態
　で点灯を行いますとインバータの故障の原因となります。



Ｐ４

ヒューズケースを取付けの際、
必ずグリスアップを行なう事。
配線を必ず下向きにし取付け
配線は無理に引っ張ったりし
ないようにしてください。

ハーネスの接続間違えはありませんか？ Ｐ4取付概要、配線構成図を参照し、確認してください。

※H11入力ハーネス赤線ギボシ（メス）と入力ハーネス赤線ギボシ（オス）を接続。
　H11入力ハーネス黒線ギボシ（メス）と入力ハーネス黒線ギボシ（オス）を接続。
　接続を間違えると、車両不具合や不点灯、インバータの故障の原因となります。

H11入力ハーネス



ポイント　インバータを装着する時、インバータへ接続するハーネスをヘッドライト裏からフェンダー側へ（矢印
点線）通し、インバータへ接続してください。
インバータステーに付属品のスクリューグロメットを取付け、ボルトＭ5×16、Ｍ5スプリングワッシャー、Ｍ5平ワッ
シャーを使い、インバータを固定してください。
インバータステーを車両サービスホールAを使い付属のM6×15ボルト、M6－20平ワッシャー、M6ナット各1個
を使い、インバータステーを車両へ固定してください。

インバータステー

スクリュー
グロメット

M5平ワッシャー

M5スプリング
ワッシャー

M5×16

M5スプリング
ワッシャー

インバータ

・エンジンルーム向かって左奥の図
M6×15ボルト

M6－20平ワッシャー

M6ナット

M6ナット

イグナイタステーにイグナイタを下図の様に付属のインシュロックを使い、ステーに固定してください。
イグナイタステーを車両サービスホールBを使い付属のM6×15ボルト、M6－20平ワッシャー、M6ナット各1個
を使い、イグナイタステーを車両へ固定してください。
リレーステーに付属のM6×10ボルト、M6ナットを各1個使い、リレーを固定してください。
リレーステーを車両サービスホールCを使い、付属のM6×15、M6－20平ワッシャー、M6ナットを使い、リレー
ステーを車両へ固定してください。

車両サービスホールA

M6ナット

M6×15ボルト

M6－20平ワッシャー

M6－20平ワッシャー

M6×15ボルト

M6ナット

リレーステー
M6×10ボルト

リレー

イグナイタ

インシュロック

車両サービスホールB

車両サービスホールC

イグナイタステー

M6ナット
イグナイタステーを固定する際、図を
参照し、ヘッドライト後方と平行になる
様にステーの位置を合わせ固定すると
光軸調整の際、邪魔になりません。

リレーステー取付け詳細

リレーステー



インバータステー

スクリュー
グロメット

M5平ワッシャー

M5スプリング
ワッシャー

M5×16

M5スプリング
ワッシャー

インバータ

ポイント　インバータを装着する時、インバータへ接続するハーネスをヘッドライト裏からフェンダー側へ（矢印
点線）通し、インバータへ接続してください。
インバータステーに付属品のスクリューグロメットを取付け、ボルトＭ5×16、Ｍ5スプリングワッシャー、Ｍ5平ワッ
シャーを使い、インバータを固定してください。
インバータステーを車両サービスホールDを使い付属のM6×15ボルト、M6－20平ワッシャー、M6ナット各1個
を使い、インバータステーを車両へ固定してください。

・エンジンルーム向かって右奥の図
M6×15ボルト

M6－20平ワッシャー

M6ナット

M6ナット

車両サービスホールD

イグナイタステーにイグナイタを下図の様に付属のインシュロックを使い、ステーに固定してください。
イグナイタステーを車両サービスホールEを使い付属のM6×15ボルト、M6－20平ワッシャー、M6ナット各1個
を使い、イグナイタステーを車両へ固定してください。
リレーステーに付属のM6×10ボルト、M6ナットを各1個使い、リレーを固定してください。
リレーステーを車両サービスホールFを使い、付属のM6×15、M6－20平ワッシャー、M6ナットを使い、リレー
ステーを車両へ固定してください。

リレーステー取付け詳細

リレーステー

M6×15ボルト

M6－20平ワッシャー

M6－20平ワッシャー

M6×15ボルト

M6ナット

リレーステー

M6×10ボルト

リレー

イグナイタ

イグナイタステー

M6ナット

インシュロック

車両サービスホールE

車両サービスホールF

M6ナット

イグナイタステーを固定する際、図を
参照し、ヘッドライト後方と平行になる
様にステーの位置を合わせ固定すると
光軸調整の際、邪魔になりません。



※バッテリー電源ハーネスをバッテリーまで仮で取り回し、余った配線を長さを調整し付属のインシュロック
を使い固定すると配線をきれいに設置できます。

ポイント

プラス電源

4-1
バッテリー電源ハーネスＲ(運転席側）、Ｌ（助手席側）を使い、車両コネクターにバッテリー電源ハーネスのコネクター
を接続します。（P4配線図　参照）
バッテリー電源ハーネスＲ（運転席側）はヒューズボックスBまでの配線をフロントから配線を通してください。
ハーネスは、車両ハーネス、サービスホールに付属のインシュロックを使い、ハーネスを固定してください。（車両全体
イラスト矢印4カ所）

4、配線方法

ヒューズボックスB
バッテリーケーブル

カバー

4-2
エンジンルームヒューズボックスB内のカバーを2カ所のツメ（矢印）を解除しカバーを外してください。
カバーを外すとプラス電源があります。カバーを外す際、白線のバッテリーケーブルが干渉するので、黒矢印方向
へ少し押し、カバーを外して下さい。
このプラス電源のナットを外しバッテリー電源ハーネス赤線（丸端子）を共締めしてください。
※プラス電源のボルトを緩めるとナビ、オーディオのメモリーが消えてしまう場合があります。

ナット

車両全体イラスト

左右の電源ハーネスのヒューズは、この部
分にハーネスが下になる様に付属のイン
シュロックで固定してください。

プラス電源は、常時12Vが通電しております。
他の電位に接触させないように注意し、作業を行なってください。
左右の電源ハーネスの丸端子を共締めする際、重ねた丸端子を
図の様に、ナット中心と極端にずれないように固定してください。
ナットに固定した電源ハーネスは、車両側プラス電源線と同じ方向
に通し、取外したカバーを元に戻してください。

ご注意

取付け作業が終わりましたら、正常に作動するか点灯確認を行ない、必ず、光軸調整を行なってください。
問題が無ければ、作業は終了です。取外した部品などがありましたら元の状態に戻してください。


